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東濤会だより
ボーペンニャンの国・ラオス（上）

【ラオス電力公社トレーニングセンター・布施和夫君の便りから】
《近況》2010年も後半の７月に入り、2009年9月28日にラオスの首都ビエンチャンに来てから、９ヶ月が過ぎました。その間２ヶ月間は椎間板ヘルニアや胃腺腫切除で一時帰国し、正味７ヶ月しか滞在していません。さらに帯状疱疹といった健康トラブルが相次ぎ、ボランティア活動を継続する意欲が少し萎えた感がありますが、何とか持ち堪えて２年の任期を全うしたいと思っています。

《赴任から職住接近の環境へ》ラオスで最初の１ヶ月間は、同日赴任した５人のシニア・ボランティア（以下SVと略記）と小さな安ホテルに滞在し、ラオス語研修と安全・健康管理などの導入教育を受けました。10月末にビエンチャン市外れの配属先「ラオス電力公社トレーニングセンター」（以下EDL-TCと略記）に着任。11月初めに職場から徒歩10分くらいの所にある近代的な３階建ての私邸兼アパートに入居し、和風料理もできるメイドもすぐに見つかって、幸先の良いスタートを切りました。
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《外国公館と国立大学の街》職住接近の当地はビエンチャン市の東南端、中心部から直線距離で約４km、車で15～20分ほどの樹木が多い閑静な土地です。この界隈は外国公館と国立大学の街で、メコン川も西側1 km程のところを流れています。アパートから100mほど離れた所にスエーデン、ブルネイの大使館、半径1kmほどの範囲にドイツ、韓国、中国、ロシア、米国、日本など各国の大使館や大使公邸があります。アパート前の地方道を北に向かうと国道「ラオス・タイ友好道路」に繋がり、それに面してラオス国立大学工学部のキャンパス、その向側に私の職場EDL-TCがあります。

《日常の生活》まず言葉について。出発前後にラオス語研修を毎日６時間、計３ヶ月弱受けましたが、記憶力が年相応に衰えてほとんど実用に耐えるレベルに到達しませんでした。特に難しいのは６声の声調（抑揚）で正しく発音することは不可能です。基本的には語尾を上げる、下げる、フラットの３つらしいですが、もともと山形ズーズー弁が母国語の私にはどうにもなりません。

それでも「サバイディー」（こんにちは）、「コプチャイ」（ありがとう）程度の片言は声調なしでも通じます。買い物に行くのでラオス語の「これ幾ら？もっと値引きして」などは早く覚えないと暮らしていけません。込み入った話をするときは英語が分かるラオス人に通訳をしてもらい何とか意志を伝達しています。

《ボーペンニャン》タイトルに掲げた「ボーペンニャン」というラオス語は、「コプチャイ」（ありがとう）とお礼を言ったとき、相手が「ボーペンニャン」（どういたしまして）と謙譲して返答する言葉です。ところが、後にのべるようになかなか深い意味があり、ラオスでは使い勝手の良い（？）言葉なので引用しました。

《自転車通勤》勤務は平日週５日間、朝８時から夕方４時半まで。通勤は歩いて１０分の距離ですが、JICAが貸与してくれた自転車で往復します。市内のどこに行くにも原則この自転車です。ほとんどのラオス人はバイクを交通手段にしていますが、JICAはSVにバイク使用を禁止しています。
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《食事》朝食はパンと牛乳。昼食は近くの屋台まがいの食堂に行きます。私の口に合う食べ物は限られており、通常は「カオピャック」（ビーフン麺）、「カオパット」（チャーハン）、または「カオラットナー」（うるち米に肉野菜汁をかけたブッカケご飯）のどれかです。値段はだいたい7千～1万 Kip（約80円～110円）です。夕食はメイドの作った和風料理を食べます。SVは自炊する人が多く、私のように料理ができなくてメイドを雇っているのは少ないようです。

《生活費》JICAがSVに支給する現地生活費は米ドル建て・米ドル払いで、任国によって差がありますがラオスでは月額640ドル（約58,000円）。これ以外に住居費として月額650ドル（約59,000円）を上限として実費が支払われるだけで、当然ながら報酬はゼロです。

私の生活費は、毎月の固定費としてメイドの給料100ドル、光熱費が5～60ドル程度、インターネットが50ドル程度かかり、残り約400ドル強で食費や雑費を賄わないと足が出ます。月30日で日割り計算すると一日あたり14ドル（約1,300円、現地通貨で12万 Kip程度）の宛行扶持（あてがいぶち）しかありません。

《ビエンチャン市の様子》ビエンチャン市は国土のほぼ中央部。タイとの国境をなすメコン川が西から東に流れています。川幅が数100mと狭く、対岸のタイ国ノンカイ市がよく見えます。市の人口は約70万人といわれ、市街地の端から端まで15 kmに満たない小さな都市です。市内では古色蒼然とした建物とどこか田舎くさい街並みが続きます。

この国は地震がないのに、歴史的街並み保存のため高層建築は許可されず、原則７階建てが限界です。唯一の例外はメコン川の中州に建つ「ドンチャンパレスホテル」（マレーシア資本とか）で、何かの国際会議を開催するために数年前に建造した14階建て高級ホテルですが、今ではほとんど来る客もいないそうです。

三つ星クラスの高級国際ホテルはたった１軒、７階建ての「ラオプラザホテル」だけです。外国政府高官の迎賓館を兼ねているのでさすがに格調が高く、もちろん宿泊料も国際級です。

[image: image6.bmp]《中心街》市内に繁華街とか歓楽街と呼ぶのに相応しい場所はありません。強いて言えば、メコン川に沿って東西に走る「セタティラート通り」と、ほぼ平行している「サムセンタイ通り」がメイン・ストリートと言えます。この二つのメイン・ストリートあたり一帯が中心街で、ランドマークのラオプラザホテルや噴水公園（ナムプー）があります。外国人観光客向けの商店、レストラン、ゲストハウス（小ホテル）、マッサージスパーなどが無秩序に並んでいますが、メコン川の対岸にあるタイ国ノンカイやウドンタニに比べるとかなり田舎町です。
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《医療機関》ないと言えば、信頼できる医療機関がほとんどなくてJICA関係者（職員、専門家、ボランティア）はフランス大使館付属医療センターを使います。少数の大病院もありますが緊急措置や一次治療ができる程度で、複雑困難な二次治療はタイ国に行かないとできません。先日、助産婦をしている海外青年協力隊員（以下JOCVと略記）に話を聞く機会がありましたが、手術後傷口を縫合するときに麻酔剤を使わないので、患者が悲鳴を上げて暴れるのを看護師や家族が押さえつけると聞き唖然としました。

《治安と安全》つい先月まで長期の暴動が続いていたタイ国などと比べて、以前からラオスは犯罪や争乱は少なく安全だと言われてきました。しかし、最近になって援助国や隣国から入国した外国人が増えたこと、貧富の差が拡大したことに伴い、特に外国人を被害者にする犯罪が顕著に増えてきたそうです。JICA関係者が住宅を探すとき、門塀、鉄格子、街灯、ドア・窓のロックなどの安全対策をJICAの保安担当者（元地元警察官）がチェックしてからでなと承認されません。一軒家を借りる場合はJICAの費用負担で24時間勤務体制のガードマンを雇うことになっています。

《交通事情》市内の交通事情は典型的なアジア的カオスと表現できます。バンコックやホーチミンシティの交通渋滞ほどひどくありませんが、朝夕の交通ラッシュ時の混雑を避けるため、ラオス人の社員が早めに退社するのを誰も咎めません。交通マナーは極めて悪く、運転者や歩行者は危機管理を怠るとたちどころに事故に巻き込まれます。交通量が少ないとき大型トラックですら反対車線を逆走して向側にそのまま平気で駐車します。街中で多く見られるのは、夫と妻が前と後ろに座り幼い子供を挟んで乗る「川の字」の３人乗り。両親はヘルメットをかぶっていますが、ヨチヨチの子供はもちろんヘルメットなし。当然交通規則違反ですが、貧しくて幼い子供をあやしながら働く夫婦が多いため、警官も見て見ぬふりをしているようです。

《定期バス》市内定期バスは、あることはありますが１日何便あるか分からず、バス停で待っていても１時間以上来ないときが普通です。バスは大型マイクロバス程度の大きさで、車体の横に日の丸の旗が印刷してある車（たぶん日本政府の援助車両）も多く走っています。ドアは開けたまま走るバスが多く乗客が振り落とされる危険性があります。国内の鉄道はなく（後述）、地方都市行きやタイ国直通の遠距離バスは大型バスで２階建てVIPバスもあります。ほとんどが韓国製で車幅に比べて背が高くバランスが悪い設計のため、猛スピードで国道を突っ走ってバランスを失い、転倒したり何かに突っ込んだりすることも珍しくないようです。先日その残骸を２台見ました。

《道路で見る不思議な光景》道路で見る不思議な光景があります。それは主要な道路の端で小さな机に女性一人（たまに男性もいる）が座った出店が延々と並んでいることです。覗いてみると新聞紙１枚程度の大きさの表に何か数字が書き込んであり、時々客がチケットのような紙切れをまとめて買います。何と、これは日本でも行われているロト６のようなナンバー籤で、通勤時の男性や買い物途中の女性などが立ち寄ってはチケットを買っています。日本人が宝くじを買うように彼らも夢を買うのでしょう。しかし、これだけ大がかりにナンバー籤を売っているのに、コンピュータ端末を使わずに表に手書きで書き込む原始的な集計をしているのを見て、胴元がどう事務処理して当選数字や賞金額を決めているのか不思議です。これもボーペンニャン（この場合は「気にしない」と言う意味）かな？（以下、庶民の暮らし、社会風習、ラオス人の気質等は次号に掲載します）
長谷堂・畑谷の城跡を訪ねて
【慶長出羽合戦の攻防や遺構に触れる】
奥羽の“関が原”ともいわれる４１０年前の慶長出羽合戦。昨年のＮＨＫ大河ドラマ「天地人」の放映で改めて脚光を浴びた。主戦場となった長谷堂城と畑谷城の城跡には県内外から多くの観光客が訪れ、戦国ブームに沸いたことは記憶に新しい。東濤会でも去る５月２２日、両城址の探訪会を開き、有志１２人が壮絶な戦いの足跡を辿りながら天下分け目に関わった武将たちの人間像をも探ってきた。

慶長出羽合戦は１６００年、天下分け目といわれた「関が原の戦い」に関連し、上杉景勝と最上義光が激突した戦い。景勝は石田三成の西軍、義光は徳川家康の東軍に付いていた。大河ドラマで主人公になった直江兼続を総大将とする上杉勢が最上領へ攻め込み、畑谷城や長谷堂城のほか上山、東根周辺でも激しい攻防が展開されたという。

　畑谷城は上杉軍の圧倒的な兵力を前に落城したが、城将は「義」に殉じた武将として語り継がれている。長谷堂城は難攻不落。上杉軍の攻撃を半月にわたって食い止め、最後は兼続らを敗走に追いやったらしい。この歴史を後世に語り伝えようと各地で遺構の保存や見学コース、展望台等の整備に努めている。

東濤会の探訪会は長谷堂城跡公園の一角に住む遠藤彰君と畑谷地区のサポーター近藤元一君が世話役となって実施された。午前９時半、国道３４８号沿いの長谷堂駐車場に集合し、まずは主郭があった城山の山頂（標高２３０ｍ）を目指した。途中、山腹には地形を生かした曲輪（くるわ）群とか横矢掛かり、切岸、土塁・堀といった合戦の防御施設が巧みに配置されていたそうで、その目的などを地元ボランティアの方が一つ一つ詳しく説明してくれた。山頂からは眼下に広がる山形市内の眺望を楽しむことができた。

　畑谷城跡でも地元ボランティアの方から上杉、最上両軍の死闘についてお聞きしながら、畑谷城主の菩提寺とか壮大な空濠、主郭の館山などを見て回った。

　この間、昼食は畑谷の農家民宿「はたざお」で名物の手打ち蕎麦セットに舌鼓を打ち、有意義な一日を過ごすことができた。（小笠原英雄・記、写真は近藤元一君）

東濤会５０年を語る（古稀の会）開催のご案内
【１１月１５日（月）・静岡県大仁温泉】

これまで再三にわたってご案内して参りましたが、東濤会古稀の会を下記の要領で開催します。８月末に各会員宛てに正式案内状を発送しております。９月末までに返信はがきを投函くださるようお願いします。

記

《日　時》　平成２２年１１月１５日（月）午後４時集合
　　　　　　　　　午後５時頃から神主・丹勝彦君の先導により古稀の祈祷。さらに参加者全員での記念撮影を経てセレモニー・懇親会を行います。
《場　所》　静岡県大仁温泉「大仁ホテル」
〒４１０－２３２２　伊豆の国市吉田１１７８
　　　　　　　　電話０５５８－７６－１１１１
《会　費》　１７，０００円（１泊２日宿泊費、諸経費、写真代込み）
　　　　　　　　　①会費は原則として振り込みで徴収する。
　　　　　　　　　②ゆうちょ銀行の口座を開設。
口座番号：０２２１０－３－１３３０５８

　口座名：東濤会（振込料は東濤会持ち）
③山形より観光バス利用の方は会費１７，０００円＋バス代１２，０００円の合計２９，０００円となります。
《１６日（火）のスケジュール》
オプション①観光コース（伊豆方面観光。最後は三島大社にて午後３時解散）
※山形からの観光バスと関東方面の方々のマイクロバスをチャーターします。

交通費、昼食代として関東組の方々は３，０００円の参加費とします。
担　　当：古川智義、今野信男
問い合せ：古川智義　〒４１１－０２２２　三島市旭ヶ丘３１－１６
電 話０５５－９７２－６５６０　

携 帯０９０－８７３９－６６３３
携帯メールparo furukawa 0223@ docomo.ne.jp

オプション②ゴルフコース

場　所：伊豆にらやまＣＣ　〒４１０－２１１３伊豆の国市中１６１３
電話０５５－９４４－０１５２
スタート：ＡＭ９時６分・西コース
プレー費：８，７００円（セルフ昼食付き）+１，０００円（賞品代として）
担　　当：武田眞、浪岡嘉之
問い合せ：武田眞　〒４１０－０３０２　沼津市東椎路１４０７－１５
電 話０５５－９２２－６３０１・携 帯０９０－４８５０－３１４４
Ｅメール m-takeda@thn.ne.jp
《欠席の方へ協力金のお願い（通信費・事務費等）》
いくらでも結構です。お振込みいただければ幸甚です。８月末発送の案内時に振込用紙を同封しています。
振込先　：ゆうちょ銀行
口座番号：０２２１０－３－１３３０５８

口座名　：東濤会
（鈴木正朗・記）

月山春スキー顛末記！
【５月１７日（月）・鈴木正朗】

５月１７日（月）、三浦剛君に誘われ初めて月山春スキーに出掛けました。スキーはほとんど蔵王に出掛け、小学生の頃は父と、高校時代は従兄弟と、大学時代は東京の友人を案内し、社会人になって結婚してからも３人の子供を順次連れて年一回くらいは滑っていました。しかし、全くの我流。しかも整備された冬のゲレンデしか滑ったことがなく、春スキーの雪の重さには閉口してしまいました。

ターンをしたくとも思うようにスキーを操作できず、曲がることが出来ませんでした。尻餅をついたらなかなか起き上がることが出来ず大苦戦。リフトを降りて最初の滑りは出来ましたが、一度転んだら最悪でした。

足腰が弱っているのは昨年７月の月山登山（東濤会メンバー８人）で実証済み。あまりの醜態を曝け出し、同行メンバーから散々からかわれましたが、今回の春山スキーも同様の状態。「あー月山は鬼門！」と痛感した次第です。

さらに斜面が急な上、スキー操作がままならず、三浦君に付いて行くことが出来ないため、スキーを脱ぎ歩いて下ることにしました。しかもスキーは三浦君に担いでもらい、２００㍍～３００㍍下るのに１時間ほど掛かってしまいました。滑り降りれば何でもないのに“重労働の作業”でした。

スキーの大変さとは裏腹に快晴の月山からの眺めは素晴らしいものでした。朝日連峰の大パノラマには思わず我を忘れる程の感動を覚え、疲れも一気に吹っ飛びました。

月曜日にもかかわらず、県外からの若者やスノーボーダーが圧倒的に多く、スキーヤーの比率は３割程度だったのでしょうか。

ゲレンデ下のレンタル業者に道具を返し、スニーカーで歩く軽さにほっとしながら午後１時過ぎに山を下り始めました。途中、志津温泉の「つたや旅館」で温かい鍋の山菜汁に冷たいソバを入れる「山菜ソバ」を食べ、お風呂に入って幸せでした。さらに弓張平の「ポレポレファーム」というペンションに寄り、ゆっくりコーヒーを飲んで帰りました。三浦君にはすっかり迷惑を掛けてしまいましたが、彼が「楽しかった。こんな幸せな気分でよいのだろうか」と呟くのを聞き、私も嬉しくなりました。（了）
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職場の対面、国立大学前





我が家でのクリスマスパーティー





ビエンチャン市内の街並み





長谷堂・城山の登り口で





地元ガイドの説明を聞きながら山頂を目指す





山形・東京合同ゴルフコンペのご案内


【１０月３～４日・白河高原ＣＣ】


恒例の山形・東京合同ゴルフコンペを１０月３日（日）、４日（月）の日程で福島県西郷村の白河高原カントリークラブで開催します。


今年は６回目。３日は１８：００から前夜祭で親睦を深め、コンペは４日に行います。奮ってご参加ください。連絡先は清水彬（０９０－４３１２－０４８２）です。











快晴の月山スキー場





【インターネット東濤会ホームページの閲覧について】


閲覧アドレス　①http://mkm.Mydns.jpから入る。


②http://www3.ic-net.or.jp/-motokazuのホームページの中に入り、メニューの「別室のホームページです」に入る。そこで「東濤会ホームページ」が表示されるので選択して閲覧する。





東濤会パソコン教室のご案内�【１０月１日、８日、２２日・山形医療技術専門学校】


近藤元一君を講師とした東濤会のパソコン教室が下記の要領で開かれます。期日は１０月１日（金）、８日（金）、２２日（金）の３日間。会場は同君が勤める山形医療技術専門学校です。時間はいずれも午後１時３０分から４時まで。


講師の近藤君は「難しさを避け、より実用的な内容にして孫たちから“じいちゃんやるなあ”と言ってもらえるようになることを狙って勉強していきます」と話しております。


是非、気軽な気持ちでご参加ください。


記


期　　日　平成22年10月1日(金)、10月8日(金)、10月22日(金)


時　　間　午後1時30分から4時まで�会　　場　山形医療技術専門学校(山形市大字前明石字水下367)�         　　電話　023-645-1123�会　　費　一人500円(会費は機器使用料として学校に提供の予定)�携行品　　特に不要。必要機器はすべて用意されております。�申し込み　電話023-631-3800　又は090-7322-3156かFAX(電話と同じ)で連絡ください。実習内容　パソコンの正しい起動・停止法


スキャナー活用による画像データの取り込みと加工修正


写真データの修正・加工・活用�ポスター、チラシ、地図の作成


葉書、年賀状面の作成


ワードによるあいさつ文書作成�エクセルの基本と住所録の作成


プレゼンテーションソフトの活用等などなど要望に合わせて。








【あ　と　が　き】


第１１号の発行にあたり、編集メンバーが集まった際の話。「東濤会は我が道をゆく個性派が多く、話題に事欠かない。だから、年３回の発行ペースを守り続けることができる」のだそうだ。なるほど。いつものことながら、会員諸氏の近況を聞いているだけで、発行スペースが埋まっていくのだ。今回はシニアボランティアとしてラオスに渡った布施和夫君が、首都ビエンチャン市の様子や市民の暮らしぶり、ラオ人気質、社会風習などを詳しく寄せてくれた。Ａ４版１２頁に及ぶ中から前半を（上）として掲載させていただいた。限られたスペースのため、要約させていただいたことはご容赦いただきたい。次号は２０１１年１月に発行の予定。県外からの投稿や紹介も大歓迎。鈴木正朗・事務局長にご一報を。
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